
財務･経営情報公開と説明責任の進化 Ⅲ  2005年4月6日(水) 

 

時 間 講 義 項 目 

13:00 

～ 

14:50 

□ 改正学校法人会計基準と残された課題 
～国立大学法人・公益法人の会計基準・情報開示等を踏まえて～ 

 
１．ステークホルダーと財務情報～説明責任をめぐって 
 (1)国立大学法人会計基準と動向 
 (2)公益法人会計基準と動向 
 (3)企業会計基準と動向 
 
２．情報開示の動向 
(1)国立大学法人、公益法人の情報開示の動向 
(2)諸外国の大学における情報開示の動向 
(3)学校法人における情報開示の事例紹介 

 
３．改正学校法人会計基準とその課題 
(1)改正私立学校法の概要 
(2)改正学校法人会計基準の概要 
(3)改正学校法人会計基準の最新動向～課題と今後の方向性 

〈質疑応答〉 

15:00 

～ 

17:00 

□ 分かり易い財務・経営情報の主体的開示 
～財務諸表の工夫／コンパクトで明解な事業報告書／信頼性の担保 

 
１．財務情報の説明責任を果たすには 
(1)ＵＳＲに基づいたステークホルダーへの説明責任 
(2)何のために財務情報を開示するか 
(3)説明責任を果たす財務諸表と注記・明細書の工夫 

 
２．明解な事業報告書の作成 
 (1)有価証券報告書における企業情報の項目 
 (2)事業報告書への記載が期待される項目 
 
３．監事による監査報告書 
 (1)ガバナンスと監査 
 (2)監査報告書の記載例 
 
４．開示情報に対する信頼性の担保 
(1)財務情報と監事監査・公認会計士監査との関係 
(2)財務情報と格付けとの関係 
(3)財務情報と認証評価の関係 

〈質疑応答〉 


